
　

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
3
年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、小
学
校
6
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
充
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す

　

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

る
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
窓
口
（
公
務
員
の
方

は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
改

正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成
18
年

9
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に

限
り
、
特
例
的
に
4
月
1
日
（
ま
た

は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
小
学
校
4
年
生
の

　

児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様

（
平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年

　

4
月
1
日
生
ま
れ
）

　

こ
れ
ま
で
、
そ
の
児
童
に
係
る
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の

方
は
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い

保
護
者
の
方
で
、
次
の
受
給
資
格
が

あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
小
学
校
5
年
生
ま

　

た
は
6
年
生
の
児
童
が
い
る
保
護

　

者
の
皆
様
（
平
成
6
年
4
月
2
日

　

〜
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保

護
者
の
方
は
、
額
改
定
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

　

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護

　

者
の
皆
様

　

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
保

護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
認
定
請
求
書
に
必
要
な
添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写

　

し
（
申
請
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の

　

加
入
者
の
場
合
）

・
所
得
証
明
書
（
そ
の
市
町
村
に
そ

　

の
年
の
1
月
1
日
に
住
所
が
な
か
っ

　

た
場
合
）　　
　
　
　
　
　

  

な
ど

※
詳
し
く
は
市
児
童
福
祉
課
（
公
務

　

員
の
方
は
勤
務
先
）
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成18年度
所得制限限度額

国
民
年
金
加
入
者

扶養親族
などの数

所得制限
限 度 額

０人 460万円
１人 498万円
２人 536万円
３人 574万円
４人 612万円
５人 650万円

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者

扶養親族
などの数

所得制限
限 度 額

０人 532万円
１人 570万円
２人 608万円
３人 646万円
４人 684万円
５人 722万円

児
童
手
当
制
度
の
概
要

☆
児
童
手
当
の
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育

成
及
び
資
質
の
向
上
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

☆
児
童
手
当
制
度
の
仕
組
み

●
支
給
対
象

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
（
1
月
か
ら
５
月
ま

で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

に
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

●
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

家
計
の
主
な
生
計
維
持
者
が
申
請

し
、
住
所
地
の
市
町
村
長
（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
支
給
月
額

・
第
1
子
＝
５
千
円

・
第
２
子
＝
5
千
円

・
第
３
子
以
降
＝
１
万
円

●
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
毎
年

2
月
、
6
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆受付場所及び
　　　　問い合わせ先
　市伊奈庁舎児童福祉課
　☎ 58 - 2111（内線1163）

平成18年４月１日から

児童手当制度が拡充されました
時代を超えて輝く読書の価値

『虹の会』に文部科学大臣表彰
　

市
で
活
躍
す
る
、
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
虹
の

会
」（
代
表
＝
大
内
則
雄
氏
）
が
、文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体（
者
）表
彰
」

と
し
て
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
に

つ
い
て
、
優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
団
体（
者
）に
対
し
て
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
当
た
り
、
大
内
会

長
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

―
― 

読
み
聞
か
せ
は
奥
が
深
く
、

た
だ
読
め
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
活
字
を
音
声
と
し
て

聞
か
せ
、
内
容
を
正
確
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
当
時
、
慣

れ
な
い
う
ち
は
字
を
追
っ
て
し
ま

い
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
る
余

裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
聞
く
態
度
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
集
中
力
が
続
か
な
い
ん

で
す
ね
。

　

そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
研
修
会
を

し
た
り
、
プ
ロ
の
話
を
聞
い
た
り
、

会
員
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
た
り
し
て
技
術
を
高
め
て
き
ま
し

た
。
本
の
句
読
点
ど
お
り
に
読
む
の

で
は
な
く
、
意
味
の
つ
な
が
り
を
切

ら
ず
に
話
す
よ
う
に
読
む
た
め
に
、

音
の
句
読
点
に
替
え
る
な
ど
、
文
の

意
味
を
正
確
に
伝
え
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
回
を
重
ね
る
ご
と

に
本
の
内
容
を
理
解
し
、
興
味
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
話

を
し
っ
か
り
聞
き
、
む
だ
話
を
す
る

子
に
は
、
周
り
の
子
が
注
意
す
る
よ

う
に
な
り
、
今
で
は
子
ど
も
た
ち
は

集
中
し
て
と
て
も
静
か
に
聞
い
て
く

れ
ま
す
。
子
ど
も
が
真
剣
に
聞
い
て

く
れ
る
と
き
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

「
虹
の
会
」

　

市
立
図
書
館
を
起
点
に
し
て
活
動

す
る
図
書
館
の
外
郭
団
体
。
図
書
館

の
呼
び
か
け
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
集
ま
っ
た
方
々

に
よ
っ
て
平
成
５
年
に
発
足
。
主
婦

の
方
を
中
心
に
、
４
月
現
在
で
会
員

数
は
27
人
。

　

幼
児
期
か
ら
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
に
慣
れ
、
読
書
体
験
が
少
な

く
、
本
離
れ
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
、
読
書
の
楽
し
さ
を

味
わ
い
、
感
動
の
心
を
読
む
習
慣
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
地
域
小
学
校
向

け
の
ミ
ニ
移
動
図
書
館
併
設
読
み
聞

か
せ
・
朝
の
15
分
読
書
な
ど
に
年
間

２
０
０
回
余
り
の
活
動
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
本
の
読
み
聞
か

せ
の
ほ
か
、ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

紙
芝
居
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
影

絵
な
ど
幅
広
く
行
い
、
図
書
館
内
で

の
定
例
会
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
の
要
望

に
応
じ
て
市
内
外
を
問
わ
ず
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ね
。
そ
れ
が
素
直
な
評
価
な
ん

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
反
応
も
よ
く
、
子
ど

も
た
ち
の
学
校
生
活
に
落
ち
着
き
が

出
て
き
た
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

会
員
数
が
足
ら
ず
、
一
人
当
た
り

の
負
担
が
大
き
い
け
れ
ど
、
会
員
み

ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
や
ろ
う
と
努
力

を
続
け
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
継

続
が
大
事
な
の
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
子
ど
も
を
本
好
き

に
す
る
出
発
点
で
あ
り
、
最
も
有
効

な
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。
学
校
だ
け

で
な
く
、
家
庭
で
も
読
書
に
力
を
入

れ
ら
れ
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。読
書
は
、

本
の
中
か
ら
思
想
家
、
科
学
者
、
偉

人
、
教
師
の
方
々
と
巡
り
合
え
て
、

教
え
や
薫
陶
を
受
け
て
人
格
の
根
と

な
り
、
魂
の
栄
養
と
な
っ
て
人
間

形
成
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
の
で

す
。

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
心
豊
か
に
健
全
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
会
員
一
同
と
共
に
応
分

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
な
お
一
層

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
す
。

　

現
在
「
虹
の
会
」
で
は
、
会
員
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
市

立
図
書
館
（
☎
58
‐
３
７
１
０
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

写
真
右
か
ら
菊
地
図
書
館
長
、
虹

　

の
会
大
内
会
長
、
藤
野
さ
ん

▼

保育所での読み聞かせの様子


